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「知」と「心」を学ぶ

福岡大学は、福岡市の南西部・七隈の地を拠点に高等教育活動を展開し

ています。この七隈キャンパスで学生の皆さんが大いに勉学と課外活動そ

の他で活躍されることを期待しております。その場合大切なことは、皆さん

が「知」を学ぶだけでなく、「心」も学ぶことにあると思います。

「知」を学ぶとは、専門的な知識や教養の知識など幅広い知識を得るこ

とであり、さらに、論理的な思考力や総合的な視点と判断力、説得的な表現

力などを身に付けることです。「心」を学ぶとは、礼儀・マナー、倫理、良識、

正義、向上心、包容力など多くの精神に関わる部分を身に付けることです。

もちろん、「知」を学ぶことは「心」を学ぶことにもつながり、両者は必ずし

も離反するものではありません。しかしここでは「知」と「心」を分けて、こ

の二つの大切な側面を学生時代に是非とも多く自分の中にインプットし、一

回りも二回りも大きく成長してもらいたいと願っております。

ここ七隈キャンパスをベースにして自分をみがき、自分をつくる努力を

重ねていってください。

はじめに

福岡大学は九州地区の私学の雄として存在力を備えたビッグ・ユニバ

ーシティです。また、文系理系の各分野が多面的・一体的に配置された総

合大学であり、福岡のシンボル的大学でもあります。

新入生の皆さんには、勉学その他の活動のために大きく機会の開かれ

た福岡大学で大いに羽ばたき、大きく成長してもらいたいと願っておりま

す。一人ひとりが向学心、意欲、意志を持って臨み、それぞれ自分づくりの

道を歩んでいってください。そのための努力は惜しまないでください。

“Where there is a will, there is a way.” 意志があれば何かが見

つかる、必ず道は開かれると思います。

教育研究の理念
「人材教育」と「人間教育」の共存
「学部教育」と「総合教育」の共存
「地 域 性」と「国 際 性」の共存

福岡大学の教育研究は、「建学の精神」

に基づいた全人教育を理想とし、この

三つの共存をはかることによって、真理

と自由を追求し、自発的で創造性豊か

な人間を育成し、社会の発展に寄与す

ることを目的とするものです。
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大きな人間に

学生の皆さんが七隈キャンパスにおいて「知」と｢心｣をみがき、バラン

ス感覚と総合力を備えた一人前の人間として成長することを強く望みま

す。私たち教職員は皆さんの成長を側面からサポートする促進剤のよう

な存在ですが、また皆さんが少しでも成長することを最大の喜びとする存

在です。

皆さんが「知」と「心」をみがく、あるいは自分をみがくというとき、忘れ

てならない重要な点は、自分自身が受身的（passive）な勉学態度に終始

してはならないということです。自分が主体的・能動的（active）な勉学

態度と行動をとることが必要となります。自学自習の習慣を身に付け、忍

耐強い努力を惜しまないでください。それは自分のため、親のため、ある

いは周り人々のためになるのです。

皆さんが長い人生の一時期において、多くの知識と論理的思考力、より

豊かな心・精神を身に付け、気持ちの良い人間になることによって、今後

の社会を支える「大きな人間」となってください。

苦楽をともにしながら展開することが必要となります。実際に多くの学生

はそのようにして学生生活を有意義に送っているのです。

勉学は決して楽なものではありません。しかし、苦しみながらも努力す

ることによってのみ、勉学から充実感と喜びが得られるのです。要するに、

勉学には多少の我慢、抑制、集中、苦しみ、エネルギー、努力などが伴うわ

けですが、そうであるからこそ、また喜びも大きくなるのだと言えます。

時間を大切に

大学生活は長い人生の一コマにしかすぎません。4年間（ないし6年間）

という時間はあっという間に過ぎてしまいます。まさに「光陰矢
こういんや

の如
ごと

し」

（Time flies like an arrow.）と言えます。

そこで、この限られた大学生活の時間は皆さんに与えられた貴重な時

間となりますので、無為に過ごすことは許されないことになります。皆さん

の日常生活を規律正しく、目的意識を持って計画的に過ごすことが何より

も大切になるわけです。時間は後戻りがきかない不可逆的な性格のもの

ですから、どうか一日一日を大切に踏みしめながら歩んでいってもらいた

いと強く願っています。
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核(core)としての勉学

大学に入った以上、専門の科目を中心とした勉学とともに、他の分野の

科目も含めた勉学に勤
いそ

しむことが求められます。勉学は皆さんの大学生

活の核(core)であり、その核の周りに学友とのサークル活動やアルバイト、

研修旅行や合宿、各種イベント・コンパなど多彩な活動が用意されている

のです。皆さんは核となる勉学ならびに他の活動を計画的にうまく調整し、
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